
守
恒
校
区
で
は
、
今
年
度
も
様
々
な
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
予
防
の
た
め
や
む

を
得
ず
中
止
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
失
わ
れ
た
生
活
が
早
く
戻
り
ま
す
よ
う
に
！
」 
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№４３４号               令和２年８月１日 発行 

 

校区世帯数     ３，０５２ 

町内会数         ２０ 

町内組数       １９３ 

校区内総人口 約１１，５００ 

 

 

 
守恒校区キャラクター 

もねっとくん 

昨
年
11

月
末 

中
国
湖
北
省
武
漢
市
の
市
場
で
野
生

動
物
か
ら
人
に
感
染
し
、
人
か
ら
人
に
感
染
し
た
と
さ

れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（S

A
R
S
-
C
o
v
-
2

）
が
全
世

界
に
感
染
症
（C

O
V
I
D
-
1
9

）
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。 

 
 

2

月
26

日
、
全
国
小
・
中
・
高
に
3

月
2

日
か
ら
臨

時
休
校
が
要
請
さ
れ
、
守
恒
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
（
入
所

希
望
者
１
８
５
人[

定
員
１
３
２
人
、
通
常
は
5

保
育

室
必
要
で
す
が
、
３
保
育
室
し
か
あ
り
ま
せ
ん]

）
も

三
密
（
密
定
員
１
０
９
人
、
最
低
5

保
育
室
は
必
要
）

を
避
け
な
が
ら
、
ま
た
、
高
学
年
の
保
育
預
か
り
を
一

時
お
断
り
す
る
一
方
、
学
校
図
書
室
、
視
聴
覚
室
、
７

月
か
ら
は
更
に
守
恒
市
民
セ
ン
タ
ー
を
借
り
て
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
守
恒
小
学
校

は
６
月
19

日
か
ら
登
校
が
始
ま
り
、
児
童
た
ち
の
明
る

い
笑
顔
が
守
恒
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に
も
戻
っ
て
き
て

い
ま
す
。
三
密
で
不
便
で
す
が
嬉
し
い
で
す
。 

こ
の
道
（
免
疫
学
）
の
第
一
人
者
の
話
で
す
と
、「
１

割
程
度
の
人
は
自
然
免
疫
だ
け
で
新
型
コ
ロ
ナ
を
排

除
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
」

「
安
く
て
良
い
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
る
の
に
２
年
以
上

か
か
る
で
し
ょ
う
」
「
ワ
ク
チ
ン
を
一
度
打
て
ば
免
疫

が
数
十
年
も
続
く
も
の
も
あ
れ
ば
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
に
３
ヵ
月
程
度
し
か
続
か
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
」
と…

。
一
方
、
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
早
け
れ
ば

今
年
10

月
頃
に
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。…

と
に

か
く
ワ
ク
チ
ン
の
早
い
登
場
を
念
じ
ま
す
。 

校
区
自
治
連
合
会
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
な
ど
の
諸
団
体
の
総
会
は
書
面
審
議
方
式 

発行者 
守恒校区社会福祉協議会 

http://www.moritsune.org 

み
ん
な
の
広
場
《
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》 

～
リ
レ
ー
寄
稿
～ 

「
感
謝
」「
思
い
や
り
」「
助
け
合
い
」
の 

心
を
学
ん
だ
守
恒
っ
子 

吉
田 

一
憲
（
守
恒
小
学
校 

校
長
） 

 
 

守
恒
小
学
校
勤
務
、
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様

の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
よ
り
校
長
と
し
て
の
務
め
を
何
と
か
果
た
す
こ
と
が
で
き

て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
度
末
よ
り
流
行
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

学
校
は
休
校
し
た
り
、
感
染
予
防
の
た
め
に
新
し
い
学
校
生
活
様
式
に
よ
る
行
動

を
行
っ
た
り
と
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事
態
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
守
恒
小
学
校
は
全
国
ニ
ュ
ー
ス
に
出
る
よ
う
な
事
態
に
も
な
り
ま
し
た
。

大
変
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

全
国
に
守
恒
の
名
前
が
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
学
校
に
は
い
ろ
い
ろ
な
反
応

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
あ
る
日
、

学
校
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
届
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
り
ま
し
た
。

「
・
・
・
子
ど
も
さ
ん
た
ち
に
一
つ
の
危
機
を
み
ん
な
で
ク
リ
ア
し
て
い
く
こ
と

を
学
ば
せ
て
く
だ
さ
い
。
将
来
必
ず
自
分
自
身
を
救
っ
て
く
れ
る
貴
重
な
体
験
に

な
る
と
思
い
ま
す
。・
・
・
」
と
。
私
は
う
れ
し
く
て
涙
が
で
ま
し
た
。
感
染
し
た

児
童
や
そ
の
家
族
の
不
安
や
苦
し
み
は
私
の
想
像
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
自
分
が
感
染
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
心
配
し
て
い
る
児
童
の
不
安
も

同
じ
で
す
。
そ
の
気
持
ち
を
守
恒
小
学
校
の
児
童
み
ん
な
で
共
有
す
る
た
め
に
、

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
い
じ
め
の
な
い
学
校
に
し
て
い
く
た
め
に
、

私
か
ら
も
担
任
か
ら
も
児
童
に
訴
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
思
い
や
り
の
心
を
も
ち
、

助
け
合
っ
て
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
て
い
こ
う
と
伝
え
ま
し
た
。 

大
量
の
マ
ス
ク
も
届
き
ま
し
た
。
守
恒
小
学
校
に
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
方
か
ら

で
す
。
地
域
の
花
屋
さ
ん
か
ら
は
、
き
れ
い
な
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

分
散
登
校
の
日
に
、
少
し
で
も
明
る
い
学
校
環
境
で
迎
え
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
で
す
。
他
に
も
、
書
き
切
れ
な
い
ほ
ど
の
多
く
の
方
か
ら
の
や
さ
し

さ
や
思
い
や
り
の
心
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

守
恒
小
学
校
の
児
童
は
、
だ
れ
も
が
経
験
で
き
な
い
経
験
を
し
ま
し
た
。
こ
の

経
験
を
通
し
て
、「
感
謝
」
、「
思
い
や
り
」
、「
助
け
合
い
」
等
を
き
っ
と
学
ん
で
い

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
学
ん
で
い
け
る
よ
う
に
、
私
た
ち
教
職
員
は
児
童
に
こ

れ
ら
の
価
値
に
つ
い
て
経
験
を
通
し
て
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
は
、
ま
だ
当
分
続
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
コ
ロ
ナ
と
共
存
し
な

が
ら
児
童
が
生
き
る
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
守
恒
校
区
の
皆
様
の
こ
れ
ま
で
同
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
今
後
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
た
し
ま
す
。 

 

を
と
り
、
校
区
行
事
は
三
密
を
避
け
る
為 

・
夏
祭
り
も

り
つ
ね 

・
各
種
球
技
大
会 

・
環
境
バ
ス
ハ
イ
ク 

・
敬

老
会 

・
体
育
祭 

・
文
化
祭 

・
ふ
れ
あ
い
守
恒 

・
新
春

の
つ
ど
い 

等
々
は
中
止
を
決
定
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、

密
に
な
る
敬
老
会
は
開
催
で
き
ま
せ
ん
が
、
対
象
者
に
は

記
念
品
を
配
布
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。 

 

熊
本
県
を
中
心
に
九
州
を
記
録
的
（
気
象
庁
：
観
測
史

上
想
定
を
超
え
た
記
録
）
な
豪
雨
が
襲
い
、
70

人
以
上
の

犠
牲
者
災
害
か
ら
２
週
間
。
球
磨
川
流
域
に
は
、
い
ま
も

道
が
寸
断
さ
れ
て
孤
立
状
態
の
集
落
が
あ
る
と
聞
き
ま

す
。 

悪
さ
を
す
る
ウ
イ
ル
ス
よ
！ 

地
球
を
取
り
巻
く

自
然
界
よ
！
こ
れ
以
上
暴
れ
な
い
で
欲
し
い
！…

と
祈

る
こ
の
ご
ろ
で
す
。 

校
区
づ
く
り
を
考
え
る
と
き
、「
共
助
」「
自
助
」
な
ど

の
言
葉
が
出
て
き
ま
す
が
。
社
会
を
構
成
し
て
い
る
の

は
、
一
人
ひ
と
り
の
集
合
な
の
で
す
。
つ
ま
り
、
自
治
会

は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
心
的
担
い
手
で
す
。
今
年

は
、
町
内
会
に
入
ら
な
い
世
帯
が
増
え
て
い
ま
す
。
非
常

に
残
念
な
こ
と
で
す
。 

各
地
で
毎
年
の
よ
う
に
災
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
直

近
の
人
命
救
助
や
助
け
合
い
は
市
民(

自
治
会)

で
す
。
い

っ
た
ん
危
機
が
発
生
す
る
と
行
政
は
対
応
に
一
生
懸
命

で
す
。
個
人
が
頼
れ
る
の
は
、
身
近
な
自
治
会
の
人
な
の

で
す
（
災
害
実
績
）
。
そ
の
為
に
も
団
結
力
を
持
っ
た
自

治
会
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
組
織
は
我
々
自
治
会
の

「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
で
す
。 

結
び
に
、
校
区
の
一
人
ひ
と
り
が
声
を
掛
け
合
い
、
お

互
い
に
支
え
あ
い
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
な
明
る
く
住
み

や
す
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 

守恒校区の皆様へ 

今年の新年早々、全世界で新

型コロナウィルスの感染が始ま

り、ここ北九州市でも、学校や企

業など社会がすべてストップして

しまいました。見えない相手を前

にして、多くの誤った情報がＳ Ｎ

Ｓ 等で拡散され、多くの方が不安

に陥り、心を痛めています。 

 どうか、いい加減な情報を鵜呑

みにせず、正しい情報を取り入

れ、地域のみんなでこの事態を乗

り越えていきましょう。 

 このコロナの影響で職を失った

り、生活が困難になった方もいま

す。医療関係の皆様も日夜闘って

くださっています。すべての人が

互いに思いやっていけば、きっと

先が見えてくると思います。 

 そんな守恒校区でありたいと心

より願っています。 

       

編集委員一同 

 
守恒校区 HP 

 

 



守恒市民センターを中心に地域の生涯学習
の促進や保健福祉、子育ての手助け、安全安心
なまちづくり等々地域の資質向上を目的に運
営している協議会です。 

２０町内から選ばれた２７人の福祉
協力員と民生委員、社協役員が力を合
わせて 65 才以上の一人暮らしの方、
身体の不自由な方の家庭訪問や見守り
ボランティアを、また月 1 回の連絡調
整会議を行っています。 

【福祉協力員】 

 

 

  

 

会 長 笹月 二男 自治連（守恒ニュータウン） 

副会長 西本 澄雄 民生委員・児童委員協議会 

副会長 大島 英昭 体育委員会 

事務局長 濱松 千子 学童保育クラブ 

会 計 松岡 汲子 自治連（守恒第五） 

庶 務 重松 厚子 婦人会 

監 査 
甲木  知 

知

警察少年補導員 

安福 秀樹 自治連（東日の出町） 

評議員 

松山 久之 自治連（葉山） 

横田 顕 自治連（自衛隊官舎） 

岩村 忠和 自治連（葉山公務員住宅） 

今浪 博美 自治連（守恒第一） 

平塚 克彦 自治連（守恒第三） 

香月 雄一 自治連（守恒東） 

原田 二三夫 自治連（山手サニータウン） 

甲斐 彰 自治連（星和台） 

胡子 正樹 自治連（山手一） 

佐々木 年一 自治連（星和台二） 

宇治野 和範 自治連（守恒公団） 

田中 利恵子 自治連（グリーンタウン守恒） 

重藤 治信 自治連（守恒台） 

佐藤 謙吉 自治連（ラ・ヴェール葉山） 

河本 満夫 自治連（ゆうゆう壱番館） 

鵜沼 悟 自治連（アーティックス山手） 

大草 典昭 自治連（葉山南） 

山根 俊子 ふれあいネットワーク 

永田 武司 年長者会 

金井智恵子 子ども会育成協議会 

平尾 秀一 青少年育成部会 

望月 球美子 食生活改善推進員協議会 

今道 三恵子 保護司 

竹本 真実 守恒中学校ＰＴＡ 

木下 和彦 守恒小学校ＰＴＡ 

生田 妙子 守恒市民センター 

   

♪守恒校区ホームページで担当区域が確認できます 

     ＊守恒校区で検索を。 

Syakyou  moritune 

 

東日の出町 安福 真理 

葉山 今池 美恵子 

守恒第一 山内 恵 

守恒第三 加藤 登美子・杉山 ゆきゑ 

守恒第五 長澤 悦子・南金山 弘 

守恒東町 楠本 一惠 

山手ｻﾆｰﾀｳﾝ 戸木田洋子・隅田 未来 

山手一 山根 俊子・赤星 美紀子 

星和台 筑紫 純子・北村 政江 

星和台二 題府 富恵・安東 和子 

守恒公団 早瀬 典子 

ｸﾞﾘｰﾝﾀｳﾝ守恒 鹿谷 和子・執行 洋子 

守恒台 松尾 聡明・小島 経子 

守恒ﾆｭｰﾀｳﾝ 植村 佐美子・池渕 須美子 

ﾗ・ｳﾞｪｰﾙ葉山 菅野 園美 

ゆうゆう壱番館 平山 可奈子・山本 祥子 

ｱｰﾃｨｯｸｽ山手 村上 朋子 

 

 

会 長 笹月 二男 守恒ニュータウン 

副会長 松岡 汲子 守恒第五 

副会長 安福 秀樹 東日の出 

会 計 胡子 正樹 山 手 一 

監 査 
河本 満夫 ゆうゆう壱番館 

大草 典昭 葉山南 

 

顧 問 山本 浩三 守恒中学校長 

顧 問 吉田 一憲 守恒小学校長 

顧 問 井上 秀作 市議会議員 

 

校区町内会の集まりです。町内相互
の連携を深め、校区住民の福祉の増進
や文化の向上、環境衛生、また防災や
地域の安全等々。定例会を月 1 回行っ
ています。

 

相談役 生田 妙子 守恒市民センター館長 

顧 問 山本 浩三 守恒中学校長 

顧 問 吉田 一憲 守恒小学校長 

顧 問 井上 秀作 市議会議員 

 

会  長 笹月 二男 自治連合会 

副 会 長 
西本 澄雄 民生委員・児童委員協議会 

大島 英昭 体育委員会 

事務局長 濱松 千子 学童保育クラブ 

会 計 松岡 汲子 自治連合会 

庶 務 白濱貴代美 守恒市民センター 

庶 務 古荘 治子 守恒市民センター 

庶 務 有松 優子 守恒市民センター 

庶 務 松島 卓也 守恒市民センター 

庶 務 安福 秀樹 小倉南消防第 14 分団 

部会長 
（総務・広報） 

安福 秀樹 自治連合会 

部会長 

（防犯・防災） 
大島 英昭 体育委員会 

部会長 
（保健・環境） 

香月 雄一 守恒健康づくり委員会 

部会長 
（守恒子育成） 金井智恵子 子ども会育成協議会 

部会長 
（生涯学習） 松岡 汲子 自治連合会 

監 事 
重松 厚子 婦人会 

平尾 秀一 青少年育成部会 

理 事 

山根 俊子 ふれあいネットワーク 

永田 武司 年長者会 

望月球美子 

 

食生活改善推進員協議

会甲木 知 警察少年補導員 

今道三恵子 保護司 

芳賀 博志 守恒中学校 

山内 哲也 守恒小学校 

竹本 真実 守恒中学校 PTA 

木下 和彦 

 

守恒小学校 PTA 

伊藤 敏明 庭づくり委員会 

河野 茂 環境推進委員 

香川 昭文 

 

OB＆OG の会 

今浪 博美 公園愛護会 

井福 征矢 健康づくり推進員 

仁科 博光 守恒保育園 

成定 澪 星和台幼稚園 

 

守恒校区に居住している私たちが主役
となって「みんなで考え 話し合い 協力し
て」様々な福祉問題等「誰でもが、安心し
て暮らせる支え合いのまちづくり」を目指
す地域団体です。 

★
担当区域内の住民の実態や福祉需要を日常的に

把握し、地域住民が抱える問題について、相手の

立場に立ち、親身になって相談に応じ、福祉の制

度やサービスについての情報を的確に提供し、関

係機関と協働して問題解決に努めます。社会福祉

事業や活動への支援も行っています。 

会 長 西本 澄雄 

副会長 岡本 浪江 

委 員 黒木 賢治郎・羽廣 康子 

委 員 井上 幹子・川原 千壽子 

委 員 井福 富士子・松永 紀代美 

委 員 吉田 真由美・戸田 和子 

委 員 ◎楠本 一惠（6 月より新任） 

主任児童委員 川嶋 洋子・今村 恵理子 

 

 

 

人
生
に
は
、「
ま
さ
か
」
の
坂
が
あ
る
こ
と

を
こ
の
度
、
痛
感
し
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
北
九
州
感
染
者 

271

人 
 

７
月
19

日 

現
在 

 
 

三
月
、
四
月
、
五
月
、
六
月
と
四
ヶ
月
間 

自
宅
待
機
。
非
日
常
の
生
活
は
苦
痛
と
と
ま

ど
い
。 

知
人
と
メ
ー
ル
、
電
話
。
庭
木
、
草
花
相

手
の
日
々
。
体
調
不
良
で
病
院
行
き
。 

 

五
木
寛
之
の
「
大
河
の
一
滴
」
を
再
読
。 

「
人
生
と
は
重
い
荷
物
を
背
負
っ
て
、 

遠
い
道
の
り
を
歩
い
て
ゆ
く
も
の
だ
」 

 

私
た
ち
人
間
は
大
河
の
一
滴
に
過
ぎ
な
い
。 

一
滴
は
人
間
の
一
生
と
言
う
旅
を
終
え
海
に

還
る
。
そ
し
て
他
の
水
滴
と
溶
け
あ
い
光
に
熱

せ
ら
れ
蒸
発
し
空
へ
！ 

や
が
て
雲
と
な
り

雨
水
と
な
り
地
上
に
注
ぐ
。
悠
久
の
輪
廻
で

す
。 

 

コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
大
河
の
一
滴
の
人
々

に
私
た
ち
は
、
排
除
で
は
な
く
思
い
や
り
の
心

を
持
つ
こ
と
。
そ
れ
は
最
終 

的
に
は
自
分
を
救
う
こ
と
に 

な
る
と
、
悟
ら
さ
れ
た
日
々 

で
も
あ
り
ま
す
。 

（
な
） 

 
 

 
 

 
  


